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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の宿泊施設ごとに用意され、当該宿泊施設を案内するウェブサイトを管理するサイ
ト管理装置と、
　上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報と、上記宿泊施設の宿泊プランとを関連付け
て記憶した宿泊プラン記憶手段、を有し、上記宿泊施設ごとの宿泊プランを管理すると共
に、当該宿泊プランを顧客に提供するプラン提供装置と、
　上記宿泊施設への交通手段に係る運営情報を記憶した運営情報記憶手段、を有し、上記
プラン提供装置に対して当該運営情報を提供する情報提供装置と、
　上記宿泊施設に宿泊予約を行う顧客が利用する顧客端末と、がネットワークを介して通
信可能に構成されたシステムにより、
　上記顧客に対し、上記宿泊施設のウェブサイトを通じて、上記宿泊施設への交通手段付
き宿泊プランを提供する方法であって、
　上記サイト管理装置は、
　上記顧客端末から、上記ウェブサイトに予め設けられている宿泊プランの案内ボタンの
押下に基づき、交通手段付き宿泊プランの提示要求を受信する第一の提示要求受信処理と
、
　上記交通手段付き宿泊プランの提示要求に応じて、上記顧客端末に対し、上記交通手段
付き宿泊プランを提供するウェブページのアクセス先情報を送信するアクセス先情報送信
処理と、を実行し、
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　上記プラン提供装置は、
　上記ウェブページのアクセス先情報に基づいてアクセスしてきた上記顧客端末から、上
記顧客が閲覧していた上記宿泊施設のウェブサイトにおいて案内されていた宿泊施設を識
別する宿泊施設識別情報と共に、交通手段付き宿泊プランの提供要求を受信する第二の提
示要求受信処理と、
　上記顧客端末に対し、上記宿泊施設識別情報に係る宿泊施設の所在地をデフォルトの到
着地とした、上記交通手段付き宿泊プランの検索ページを送信する検索ページ送信処理と
、
　上記顧客端末から、上記検索ページに基づき、交通手段の検索に必要な検索情報を受信
する検索情報受信処理と、
　上記情報提供装置に対して、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求を
送信する第一の取得要求送信処理と、
　上記情報提供装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報を受信する運営情
報受信処理と、
　上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記宿泊施設の
宿泊プランを抽出する第一の抽出処理と、
　上記抽出した宿泊プランと上記受信した運営情報とに基づき、当該宿泊プランと交通手
段とを一括して予約可能な交通手段付き宿泊プランを生成する生成処理と、
　上記顧客端末に対し、上記生成した交通手段付き宿泊プランを提示する宿泊プラン提示
処理と、を実行し、
　上記情報提供装置は、
　上記プラン提供装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求を受
信する第一の取得要求受信処理と、
　上記運営情報記憶手段を参照して、上記検索情報に合致する運営情報を抽出する第二の
抽出処理と、
　上記プラン提供装置に対して、上記検索情報に合致する運営情報を送信する運営情報送
信処理と、を実行する、
　ことを特徴とする交通手段付き宿泊プランの生成方法。
【請求項２】
　上記宿泊プラン記憶手段には、上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報、上記宿泊施
設の宿泊プラン、及び、当該宿泊プランが上記交通手段付き宿泊プランを構成する宿泊プ
ランとして提供可能か否かを示す提供可否情報が関連付けて記憶され、
　上記第一の抽出処理は、上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参
照して、上記交通手段付き宿泊プランを構成する宿泊プランとして提供可能な宿泊プラン
を抽出する、
　請求項１記載の交通手段付き宿泊プランの生成方法。
【請求項３】
　上記宿泊プランには少なくとも、上記宿泊プランの料金が含まれ、
　上記運営情報には少なくとも、上記交通手段を利用するのに要する料金が含まれており
、
　上記顧客端末に提示される交通手段付き宿泊プランでは、上記宿泊プランと上記運営情
報に基づいて、上記宿泊プランの料金と、上記宿泊施設への交通手段の料金を合算した料
金のうちの最低料金に係る情報が提示される、
　請求項１又は２記載の交通手段付き宿泊プランの生成方法。
【請求項４】
　上記プラン提供装置は、
　上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報と、上記宿泊施設を所定のグループに分類す
る分類情報とを関連付けて記憶した宿泊施設情報記憶手段と、
　上記宿泊施設の分類情報と、当該所定のグループの顧客を識別する顧客識別情報とを関
連付けて記憶した顧客情報記憶手段と、をさらに有すると共に、
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　上記宿泊プラン記憶手段に記憶されている宿泊プランには、全ての顧客用に用意された
宿泊プランと、上記所定のグループに分類される宿泊施設の顧客用に用意された宿泊プラ
ンとが含まれており、
　上記顧客端末から、上記顧客を識別する顧客識別情報を受信する処理と、
　上記顧客端末から受信した宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊施設情報記憶手段を参
照して、上記宿泊施設の分類情報を特定する処理と、
　上記受信した顧客識別情報と上記特定した分類情報に基づき、上記顧客情報記憶手段を
参照して、上記顧客を認証する処理と、をさらに実行し、
　上記第一の抽出処理は、上記顧客が上記所定のグループの顧客として認証された場合に
、上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記所定のグル
ープに分類される宿泊施設の顧客用に用意された宿泊プランを抽出し、
　上記生成処理は、上記所定のグループに分類される宿泊施設の顧客用に用意された宿泊
プランと上記受信した運営情報とに基づき、当該宿泊プランと交通手段とを一括して予約
可能な交通手段付き宿泊プランを生成する、
　請求項１乃至３いずれかの項に記載の交通手段付き宿泊プランの生成方法。
【請求項５】
　上記交通手段付き宿泊プランの予約に伴う決済処理を行うと共に、上記交通手段付き宿
泊プランの手配を行う旅行業者の予約情報管理装置と、さらにネットワークを介して通信
可能に構成され、
　上記プラン提供装置は、
　上記予約情報管理装置に対して、上記顧客端末に提示した交通手段付き宿泊プランのう
ち、顧客が予約を申し入れた交通手段付き宿泊プランに係る情報と、当該予約を申し入れ
た顧客に関する情報とを送信する予約情報送信処理、をさらに実行する、
　請求項１乃至４いずれかの項に記載の交通手段付き宿泊プランの生成方法。
【請求項６】
　複数の宿泊施設ごとに用意され、当該宿泊施設を案内するウェブサイトを管理するサイ
ト管理装置と、
　上記宿泊施設ごとの宿泊プランを管理すると共に、当該宿泊プランを顧客に提供するプ
ラン提供装置と、
　上記プラン提供装置に対し、上記宿泊施設への交通手段の運営情報を提供する情報提供
装置と、
　上記宿泊施設に宿泊予約を行う顧客が利用する顧客端末と、がネットワークを介して通
信可能に構成され、
　上記顧客に対し、上記宿泊施設のウェブサイトを通じて、上記宿泊施設への交通手段付
き宿泊プランを提供するシステムであって、
　上記サイト管理装置は、
　上記顧客端末から、上記ウェブサイトに予め設けられている宿泊プランの案内ボタンの
押下に基づき、交通手段付き宿泊プランの提示要求を受信する第一の提示要求受信手段と
、
　上記交通手段付き宿泊プランの提示要求に応じて、上記顧客端末に対し、上記交通手段
付き宿泊プランを提供するウェブページのアクセス先情報を送信するアクセス先情報送信
手段と、
　上記プラン提供装置は、
　上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報と、上記宿泊施設の宿泊プランとを関連付け
て記憶する記憶した宿泊プラン記憶手段と、
　上記ウェブページのアクセス先情報に基づいてアクセスしてきた上記顧客端末から、上
記顧客が閲覧していたウェブサイトにおいて案内されていた宿泊施設を識別する宿泊施設
識別情報と共に、交通手段付き宿泊プランの提供要求を受信する第二の提示要求受信手段
と、
　上記顧客端末に対し、上記宿泊施設識別情報に係る宿泊施設の所在地をデフォルトの到
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着地とした、上記交通手段付き宿泊プランの検索ページを送信する検索ページ送信手段と
、
　上記顧客端末から、上記検索ページに基づき、交通手段の検索に必要な検索情報を受信
する検索情報受信手段と、
　上記情報提供装置に対して、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求を
送信する第一の取得要求送信手段と、
　上記情報提供装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報を受信する運営情
報受信手段と、
　上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記宿泊施設の
宿泊プランを抽出する第一の抽出処理手段と、
　上記抽出した宿泊プランと上記受信した運営情報とに基づき、当該宿泊プランと交通手
段とを一括して予約可能な交通手段付き宿泊プランを生成する生成処理手段と、
　上記顧客端末に対し、上記生成した交通手段付き宿泊プランを提示する交通手段付き宿
泊プラン提示手段と、を有し、
　上記情報提供装置は、
　上記交通手段の運営情報を記憶した運営情報記憶手段と、
　上記プラン提供装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求を受
信する第一の取得要求受信手段と、
　上記運営情報記憶手段を参照して、上記検索情報に合致する運営情報を抽出する第二の
抽出処理手段と、
　上記プラン提供装置に対して、上記検索情報に合致する運営情報を送信する運営情報送
信手段と、を有する、
　ことを特徴とする交通手段付き宿泊プランの生成システム。
【請求項７】
　複数の宿泊施設ごとに用意され、当該宿泊施設を案内するウェブサイトを管理するサイ
ト管理装置と、
　上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報と、上記宿泊施設の宿泊プランとを関連付け
て記憶した宿泊プラン記憶手段、を有し、上記宿泊施設ごとの宿泊プランを管理すると共
に、当該宿泊プランを顧客に提供するプラン提供装置と、
　上記宿泊施設への交通手段に係る運営情報を記憶した運営情報記憶手段、を有し、上記
プラン提供装置に対して当該運営情報を提供する情報提供装置と、
　上記宿泊施設に宿泊予約を行う顧客が利用する顧客端末と、がネットワークを介して通
信可能に構成されたシステムに対し、
　上記顧客に対し、上記宿泊施設のウェブサイトを通じて、上記宿泊施設への交通手段付
き宿泊プランを提供する処理を実行させるためのプログラムであって、
　上記サイト管理装置に対し、
　上記顧客端末から、上記ウェブサイトに予め設けられている宿泊プランの案内ボタンの
押下に基づき、交通手段付き宿泊プランの提示要求を受信する第一の提示要求受信処理と
、
　上記交通手段付き宿泊プランの提示要求に応じて、上記顧客端末に対し、上記交通手段
付き宿泊プランを提供するウェブページのアクセス先情報を送信するアクセス先情報送信
処理と、を実行させ、
　上記プラン提供装置に対し、
　上記ウェブページのアクセス先情報に基づいてアクセスしてきた上記顧客端末から、上
記顧客が閲覧していた上記宿泊施設のウェブサイトにおいて案内されていた宿泊施設を識
別する宿泊施設識別情報と共に、交通手段付き宿泊プランの提供要求を受信する第二の提
示要求受信処理と、
　上記顧客端末に対し、上記宿泊施設識別情報に係る宿泊施設の所在地をデフォルトの到
着地とした、上記交通手段付き宿泊プランの検索ページを送信する検索ページ送信処理と
、
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　上記顧客端末から、上記検索ページに基づき、交通手段の検索に必要な検索情報を受信
する検索情報受信処理と、
　上記情報提供装置に対して、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求を
送信する第一の取得要求送信処理と、
　上記情報提供装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報を受信する運営情
報受信処理と、
　上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記宿泊施設の
宿泊プランを抽出する第一の抽出処理と、
　上記抽出した宿泊プランと上記受信した運営情報とに基づき、当該宿泊プランと交通手
段とを一括して予約可能な交通手段付き宿泊プランを生成する生成処理と、
　上記顧客端末に対し、上記生成した交通手段付き宿泊プランを提示する宿泊プラン提示
処理と、を実行させ、
　上記情報提供装置に対し、
　上記プラン提供装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求を受
信する第一の取得要求受信処理と、
　上記運営情報記憶手段を参照して、上記検索情報に合致する運営情報を抽出する第二の
抽出処理と、
　上記プラン提供装置に対して、上記検索情報に合致する運営情報を送信する運営情報送
信処理と、を実行させる、
　コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、宿泊施設が提供する宿泊施設サイトに交通手段の運営情報を提供して、交通
手段付き宿泊プランを生成するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　旅行に行く際には、旅行先への交通手段と、旅行先での宿泊施設が必要となるが、これ
らを事前に予約しておくため、旅行代理店等で宿泊プランや交通手段を確保することがよ
く行われている。
【０００３】
　この点、旅行代理店等では、宿泊施設と交通手段の情報をもとに、宿泊施設への交通手
段を伴った交通手段付き宿泊プランを作成し、顧客に提供している。
　また、特許文献１、２では、ユーザから交通手段及び宿泊施設の予約を併せて受け付け
、設定自由度の高いプランを作成する仕組みが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－０９８９０４号公報
【特許文献２】特開２００９－０９８９０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のようなサービスが提供されている一方、宿泊施設も独自のホームページ等で、宿
泊プランを提供している。このような宿泊施設による宿泊プランの提供は、特定の宿泊施
設での宿泊を希望する顧客にとって便利であるし、宿泊施設にとっても顧客への訴求力の
高い提案を行うことができる。
　しかしながら、通常、宿泊施設は交通手段の運営情報を持ち合わせていないため、宿泊
プランと合わせて交通手段を提供することができなかった。
【０００６】
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　そこで本発明は、宿泊施設のウェブサイトを通じて、宿泊プランと交通手段の一括予約
が可能な交通手段付き宿泊プランを顧客に提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の一の観点に係る交通手段付き宿泊プランの生成方法
は、複数の宿泊施設ごとに用意され、当該宿泊施設を案内するウェブサイトを管理するサ
イト管理装置と、上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報と、上記宿泊施設の宿泊プラ
ンとを関連付けて記憶した宿泊プラン記憶手段、を有し、上記宿泊施設ごとの宿泊プラン
を管理すると共に、当該宿泊プランを顧客に提供するプラン提供装置と、上記宿泊施設へ
の交通手段に係る運営情報を記憶した運営情報記憶手段、を有し、上記プラン提供装置に
対して当該運営情報を提供する情報提供装置と、上記宿泊施設に宿泊予約を行う顧客が利
用する顧客端末と、がネットワークを介して通信可能に構成されたシステムにより、上記
顧客に対し、上記宿泊施設のウェブサイトを通じて、上記宿泊施設への交通手段付き宿泊
プランを提供する方法であって、上記サイト管理装置は、上記顧客端末から、上記ウェブ
サイトに予め設けられている宿泊プランの案内ボタンの押下に基づき、交通手段付き宿泊
プランの提示要求を受信する第一の提示要求受信処理と、上記交通手段付き宿泊プランの
提示要求に応じて、上記顧客端末に対し、上記交通手段付き宿泊プランを提供するウェブ
ページのアクセス先情報を送信するアクセス先情報送信処理と、を実行し、上記プラン提
供装置は、上記ウェブページのアクセス先情報に基づいてアクセスしてきた上記顧客端末
から、上記顧客が閲覧していた上記宿泊施設のウェブサイトにおいて案内されていた宿泊
施設を識別する宿泊施設識別情報と共に、交通手段付き宿泊プランの提供要求を受信する
第二の提示要求受信処理と、上記顧客端末から、交通手段の検索に必要な検索情報を受信
する検索情報受信処理と、上記情報提供装置に対して、上記検索情報に合致する交通手段
の運営情報の取得要求を送信する第一の取得要求送信処理と、上記情報提供装置から、上
記検索情報に合致する交通手段の運営情報を受信する運営情報受信処理と、上記宿泊施設
識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記宿泊施設の宿泊プランを抽
出する第一の抽出処理と、上記抽出した宿泊プランと上記受信した運営情報とに基づき、
当該宿泊プランと交通手段とを一括して予約可能な交通手段付き宿泊プランを生成する生
成処理と、上記顧客端末に対し、上記生成した交通手段付き宿泊プランを提示する宿泊プ
ラン提示処理と、を実行し、上記情報提供装置は、上記管理装置から、上記検索情報に合
致する交通手段の運営情報の取得要求を受信する第一の取得要求受信処理と、上記運営情
報記憶手段を参照して、上記検索情報に合致する運営情報を抽出する第二の抽出処理と、
上記管理装置に対して、上記検索情報に合致する運営情報を送信する運営情報送信処理と
、を実行することを特徴とする。
【０００８】
　また、上記宿泊プラン記憶手段には、上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報、上記
宿泊施設の宿泊プラン、及び、当該宿泊プランが上記交通手段付き宿泊プランを構成する
宿泊プランとして提供可能か否かを示す提供可否情報が関連付けて記憶され、上記第一の
抽出処理は、上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記
交通手段付き宿泊プランを構成する宿泊プランとして提供可能な宿泊プランを抽出するも
のとしてもよい。
【０００９】
　また、上記宿泊プランには少なくとも、上記宿泊プランの料金が含まれ、上記運営情報
には少なくとも、上記交通手段を利用するのに要する料金が含まれており、上記顧客端末
に提示される交通手段付き宿泊プランでは、上記宿泊プランと上記運営情報に基づいて、
上記宿泊プランの料金と、上記宿泊施設への交通手段の料金を合算した料金のうちの最低
料金に係る情報が提示されるものとしてもよい。
【００１０】
　また、上記プラン提供装置は、上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報と、上記宿泊
施設を所定のグループに分類する分類情報とを関連付けて記憶した宿泊施設情報記憶手段
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と、上記宿泊施設の分類情報と、当該所定のグループの顧客を識別する顧客識別情報とを
関連付けて記憶した顧客情報記憶手段と、をさらに有すると共に、上記宿泊プラン記憶手
段に記憶されている宿泊プランには、全ての顧客用に用意された宿泊プランと、上記所定
のグループに分類される宿泊施設の顧客用に用意された宿泊プランとが含まれており、上
記顧客端末から、上記顧客を識別する顧客識別情報を受信する処理と、上記顧客端末から
受信した宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊施設情報記憶手段を参照して、上記宿泊施
設の分類情報を特定する処理と、上記受信した顧客識別情報と上記特定した分類情報に基
づき、上記顧客情報記憶手段を参照して、上記顧客を認証する処理と、をさらに実行し、
上記第一の抽出処理は、上記顧客が上記所定のグループの顧客として認証された場合に、
上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記所定のグルー
プに分類される宿泊施設の顧客用に用意された宿泊プランを抽出し、上記生成処理は、上
記所定のグループに分類される宿泊施設の顧客用に用意された宿泊プランと上記受信した
運営情報とに基づき、当該宿泊プランと交通手段とを一括して予約可能な交通手段付き宿
泊プランを生成するものとしてもよい。
【００１１】
　また、上記交通手段付き宿泊プランの予約に伴う決済処理を行うと共に、上記交通手段
付き宿泊プランの手配を行う旅行業者の予約情報管理装置と、さらにネットワークを介し
て通信可能に構成され、上記プラン提供装置は、上記予約情報管理装置に対して、上記顧
客端末に提示した交通手段付き宿泊プランのうち、顧客が予約を申し入れた交通手段付き
宿泊プランに係る情報と、当該予約を申し入れた顧客に関する情報とを送信する予約情報
送信処理、をさらに実行するものとしてもよい。
【００１２】
　また、本発明の別の観点に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムは、複数の宿泊
施設ごとに用意され、当該宿泊施設を案内するウェブサイトを管理するサイト管理装置と
、上記宿泊施設ごとの宿泊プランを管理すると共に、当該宿泊プランを顧客に提供するプ
ラン提供装置と、上記プラン提供装置に対し、上記宿泊施設への交通手段の運営情報を提
供する情報提供装置と、上記宿泊施設に宿泊予約を行う顧客が利用する顧客端末と、がネ
ットワークを介して通信可能に構成され、上記顧客に対し、上記宿泊施設のウェブサイト
を通じて、上記宿泊施設への交通手段付き宿泊プランを提供するシステムであって、上記
サイト管理装置は、上記顧客端末から、上記ウェブサイトに予め設けられている宿泊プラ
ンの案内ボタンの押下に基づき、交通手段付き宿泊プランの提示要求を受信する第一の提
示要求受信手段と、上記交通手段付き宿泊プランの提示要求に応じて、上記顧客端末に対
し、上記交通手段付き宿泊プランを提供するウェブページのアクセス先情報を送信するア
クセス先情報送信手段と、上記プラン提供装置は、上記宿泊施設を識別する宿泊施設識別
情報と、上記宿泊施設の宿泊プランとを関連付けて記憶する記憶した宿泊プラン記憶手段
と、上記ウェブページのアクセス先情報に基づいてアクセスしてきた上記顧客端末から、
上記顧客が閲覧していたウェブサイトにおいて案内されていた宿泊施設を識別する宿泊施
設識別情報と共に、交通手段付き宿泊プランの提供要求を受信する第二の提示要求受信手
段と、上記顧客端末から、交通手段の検索に必要な検索情報を受信する検索情報受信手段
と、上記情報提供装置に対して、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求
を送信する第一の取得要求送信手段と、上記情報提供装置から、上記検索情報に合致する
交通手段の運営情報を受信する運営情報受信手段と、上記宿泊施設識別情報に基づき、上
記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記宿泊施設の宿泊プランを抽出する第一の抽出処理
手段と、上記抽出した宿泊プランと上記受信した運営情報とに基づき、当該宿泊プランと
交通手段とを一括して予約可能な交通手段付き宿泊プランを生成する生成処理手段と、上
記顧客端末に対し、上記生成した交通手段付き宿泊プランを提示する交通手段付き宿泊プ
ラン提示手段と、を有し、上記情報提供装置は、上記交通手段の運営情報を記憶した運営
情報記憶手段と、上記管理装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得
要求を受信する第一の取得要求受信手段と、上記運営情報記憶手段を参照して、上記検索
情報に合致する運営情報を抽出する第二の抽出処理手段と、上記管理装置に対して、上記
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検索情報に合致する運営情報を送信する運営情報送信手段と、を有することを特徴とする
。
【００１３】
　また、本発明のさらに別の観点に係るコンピュータプログラムは、複数の宿泊施設ごと
に用意され、当該宿泊施設を案内するウェブサイトを管理するサイト管理装置と、上記宿
泊施設を識別する宿泊施設識別情報と、上記宿泊施設の宿泊プランとを関連付けて記憶し
た宿泊プラン記憶手段、を有し、上記宿泊施設ごとの宿泊プランを管理すると共に、当該
宿泊プランを顧客に提供するプラン提供装置と、上記宿泊施設への交通手段に係る運営情
報を記憶した運営情報記憶手段、を有し、上記プラン提供装置に対して当該運営情報を提
供する情報提供装置と、上記宿泊施設に宿泊予約を行う顧客が利用する顧客端末と、がネ
ットワークを介して通信可能に構成されたシステムに対し、上記顧客に対し、上記宿泊施
設のウェブサイトを通じて、上記宿泊施設への交通手段付き宿泊プランを提供する処理を
実行させるためのプログラムであって、上記サイト管理装置に対し、上記顧客端末から、
上記ウェブサイトに予め設けられている宿泊プランの案内ボタンの押下に基づき、交通手
段付き宿泊プランの提示要求を受信する第一の提示要求受信処理と、上記交通手段付き宿
泊プランの提示要求に応じて、上記顧客端末に対し、上記交通手段付き宿泊プランを提供
するウェブページのアクセス先情報を送信するアクセス先情報送信処理と、を実行させ、
上記プラン提供装置に対し、上記ウェブページのアクセス先情報に基づいてアクセスして
きた上記顧客端末から、上記顧客が閲覧していた上記宿泊施設のウェブサイトにおいて案
内されていた宿泊施設を識別する宿泊施設識別情報と共に、交通手段付き宿泊プランの提
供要求を受信する第二の提示要求受信処理と、上記顧客端末から、交通手段の検索に必要
な検索情報を受信する検索情報受信処理と、上記情報提供装置に対して、上記検索情報に
合致する交通手段の運営情報の取得要求を送信する第一の取得要求送信処理と、上記情報
提供装置から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報を受信する運営情報受信処理
と、上記宿泊施設識別情報に基づき、上記宿泊プラン記憶手段を参照して、上記宿泊施設
の宿泊プランを抽出する第一の抽出処理と、上記抽出した宿泊プランと上記受信した運営
情報とに基づき、当該宿泊プランと交通手段とを一括して予約可能な交通手段付き宿泊プ
ランを生成する生成処理と、上記顧客端末に対し、上記生成した交通手段付き宿泊プラン
を提示する宿泊プラン提示処理と、を実行させ、上記情報提供装置に対し、上記管理装置
から、上記検索情報に合致する交通手段の運営情報の取得要求を受信する第一の取得要求
受信処理と、上記運営情報記憶手段を参照して、上記検索情報に合致する運営情報を抽出
する第二の抽出処理と、上記管理装置に対して、上記検索情報に合致する運営情報を送信
する運営情報送信処理と、を実行させる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、宿泊施設が提供する宿泊施設サイトを通じて、宿泊プランと交通手段
の一括予約が可能な交通手段付き宿泊プランを顧客に提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムの概念を示す概
念図である。
【図２】本発明の第一の実施形態に交通手段付き宿泊プランの生成システムを構成する装
置又は端末、及び各装置又は端末が備える機能を示した機能ブロック図である。
【図３】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、宿泊プラン
記憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図４】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、顧客情報記
憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図５】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、運営情報記
憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図６】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、予約情報記
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憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図７】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおける処理の流れを
示したシーケンス図である。
【図８】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、宿泊施設サ
イトの一例を示した図である。
【図９】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、航空券付き
宿泊プランの検索ページの一例を示した図である。
【図１０】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおける処理の流れ
を示したシーケンス図である。
【図１１】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、航空券付
き宿泊プランの一覧が表示された画面の一例を示した図である。
【図１２】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、航空券情
報を確認・変更するための画面の一例を示した図である。
【図１３】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおける処理の流れ
を示したシーケンス図である。
【図１４】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおける別の処理の
流れを示したシーケンス図である。
【図１５】本発明の第二の実施形態に交通手段付き宿泊プランの生成システムを構成する
装置又は端末、及び各装置又は端末が備える機能を示した機能ブロック図である。
【図１６】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、宿泊プラ
ン記憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図１７】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、顧客情報
記憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図１８】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、予約情報
記憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図１９】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、運営情報
記憶部に記憶されるデータの一例を示した図である。
【図２０】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおける処理の流れ
を示したシーケンス図である。
【図２１】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおける処理の流れ
を示したシーケンス図である。
【図２２】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおける処理の流れ
を示したシーケンス図である。
【図２３】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、宿泊プラ
ンの一覧が表示された宿泊予約サイトの画面の一例を示した図である。
【図２４】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、交通手段
としての航空券の検索情報の入力要求画面の一例を示した図である。
【図２５】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、交通手段
の運営情報が表示された宿泊予約サイトの画面の一例を示した図である。
【図２６】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、航空券付
き宿泊プランが表示された宿泊予約サイトの画面の一例を示した図である。
【図２７】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、交通手段
の運営情報が表示された宿泊予約サイトの画面の別の例を示した図である。
【図２８】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、航空券付
き宿泊プランが表示された宿泊予約サイトの画面の別の例を示した図である。
【図２９】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、宿泊プラ
ンの一覧が表示された宿泊予約サイトの画面の別の一例を示した図である。
【図３０】本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムにおいて、宿泊プラ
ンの一覧が表示された宿泊予約サイトの画面のさらに別の一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１６】
　次に、本発明の実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムについて説明す
る。
　本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムは、宿泊施設を案内するウェ
ブサイト上から、当該宿泊施設が提供している宿泊プランに当該宿泊施設への交通手段が
付加された交通手段付き宿泊プランを生成し、これを顧客に提供するシステムである。
【００１７】
　この交通手段付き宿泊プランの生成システムは、図１に示されるように、宿泊施設の交
通手段付き宿泊プランを顧客に提供・管理するプラン提供装置１、当該宿泊施設への交通
手段の運営情報を提供する情報提供装置２、顧客が予約した交通手段付き宿泊プランの情
報を管理する予約情報管理装置３、宿泊施設を案内するウェブサイトを管理・提供するサ
イト管理装置４、宿泊施設の宿泊予約を行い、当該宿泊施設に宿泊する顧客が利用する顧
客端末５から構成される。
　これらのプラン提供装置１、情報提供装置２、及び顧客端末５は、インターネット等の
ネットワークNWを介して通信可能に構成されている。
【００１８】
　本システムにおいて、ホテルや旅館など、複数の宿泊施設はそれぞれ独自のウェブサイ
ト（以下、「宿泊施設サイト」ということがある）をもっており、当該宿泊施設サイトは
サイト管理装置４によって管理され、顧客に対して閲覧可能に提供されている。
　なお、各宿泊施設の宿泊施設サイトを提供・管理するサイト管理装置４は、各宿泊施設
が独自に設置・運営するサーバとして構成されるものであってもよいし、各宿泊施設の宿
泊施設サイトを一元的に管理する管理者のもとに設置されたサーバとして構成されていて
もよい。
【００１９】
　各宿泊施設の宿泊施設サイト４００には、各宿泊施設の宿泊プラン及び交通手段付き宿
泊プランを予約するためのボタン４００ａが設けられている。顧客端末５によって顧客が
任意の宿泊施設サイトを閲覧し（Ｓ１）、当該宿泊施設サイト上に設けられているボタン
４００ａを押下すると、プラン提供装置１にアクセスして、顧客が閲覧していた宿泊施設
において用意されている宿泊プラン及び交通手段付き宿泊プランを検索することができる
（Ｓ２）。
　顧客はプラン提供装置１に対して、宿泊施設への交通手段の検索条件を指定して交通手
段付き宿泊プランの提示を要求する（Ｓ３）。
【００２０】
　プラン提供装置１は顧客からの要求に応じて、顧情報提供装置２から検索条件に合致し
た交通手段の運営情報の提供を受けると共に（Ｓ４）、客が閲覧していた宿泊施設サイト
で案内されていた宿泊施設の宿泊プランを抽出し、宿泊プランと運営情報に基づく交通手
段付き宿泊プランを生成する（Ｓ５）。
　生成された交通手段付き宿泊プランは顧客に提示され、顧客が所定の交通手段付き宿泊
プランを指定して予約を要求すると（Ｓ６）、当該予約が受け付けられ、予約情報が予約
情報管理装置３に登録される（Ｓ７）。
【実施例１】
【００２１】
　以下、本発明の第一の実施形態について図を参照して説明する。
　なお、本例では、交通手段が航空機である場合を例にとっており、交通手段付き宿泊プ
ランは、航空券付き宿泊プランとして構成されている。
【００２２】
　図２に示されるように、本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムは、
宿泊プラン管理者の下に設置されているプラン提供装置１、旅行業者の下に設置されてい
る情報提供装置３と予約情報管理装置４、宿泊施設サイトを管理するサイト管理装置４、
及び顧客が利用する顧客端末５から構成され、各装置はインターネット等のネットワーク



(11) JP 6351381 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

ＮＷを介して通信可能に構成されている。
【００２３】
　プラン提供装置１は、複数の宿泊施設の宿泊プランを管理すると共に、各宿泊施設のウ
ェブサイトを通じてアクセスしてきた顧客に対して交通手段付き宿泊プランを提供する装
置である。
【００２４】
　このプラン提供装置１は、CPU（Central Processing Unit）、CPUが実行するコンピュ
ータプログラム、コンピュータプログラムや所定のデータを記憶するRAM（Random Access
 Memory）やROM（Read Only Memory）、及びハードディスクドライブなどの外部記憶装置
により、宿泊プラン記憶部１１、顧客情報記憶部１２、抽出処理部１３、生成処理部１４
、及び通信処理部１５からなる各機能ブロックを構成する。
【００２５】
　宿泊プラン記憶部１１は、宿泊施設が提供する宿泊プランに関する情報を記憶した記憶
部である。
　この宿泊プラン記憶部１１には例えば、図３に示されるように、宿泊プランを提供する
宿泊施設を識別する施設ＩＤごとに、宿泊プランのプラン名、航空券付き宿泊プラン用タ
イトル、プラン種別、対象顧客種別、提供される日にち、部屋タイプ、人数、食事、料金
、予約状況、及び在庫といった情報が記憶されている。
【００２６】
　ここで、航空券付き宿泊プラン用タイトルとは、所定のタイトルが付されている通常の
宿泊プランに対して航空券が用意され、当該通常の宿泊プランが航空券付き宿泊プラント
して構成された際に、当該通常の宿泊プランのプラン名とは別に、当該航空券付き宿泊プ
ランに対して付されるプラン名をいう。これにより、航空券が付されるか否かだけが異な
る宿泊プランであっても、航空券が付されたものについて、よりふさわしいプラン名が付
けられる。
　また、プラン種別とは、宿泊プランが航空券付き宿泊プランとして提供か否かを示す情
報である。即ち、このプラン種別は、対象となる宿泊プランが、航空券の付かない通常の
宿泊プランとしてのみ提供可能、航空券付き宿泊プランに構成してのみ提供可能、あるい
は通常の宿泊プランとして又は航空券付き宿泊プランとしてのいずれの態様でも提供可能
、のいずれであるかを示す。このプラン種別に係る情報を参照することにより、宿泊プラ
ンが航空券付き宿泊プランとして構成してよいものかどうかが把握される。
　また、対象顧客種別とは、宿泊プランの提供を受けられる顧客の種別に関する情報であ
る。例えば、顧客種別には、個人会員、法人会員、VIP会員等があり、ある宿泊プランが
法人会員に対してのみ提供される宿泊プランであった場合には、宿泊プランの提供を受け
られる顧客の種別は法人会員である旨が登録されている。
【００２７】
　なお、宿泊プラン記憶部１１に記憶される各種の情報は、所定の権限を有する者によっ
て、所定の設定メニューページ等から適宜に変更可能に構成されている。
　所定の権限は例えば、宿泊施設の運営者に対して付与されており、施設ＩＤとパスワー
ド等によって認証された宿泊施設の運営者が、所定の設定メニューページから、新たな宿
泊プランを登録したり、既登録の宿泊プランを変更したりすることができる。
【００２８】
　顧客情報記憶部１２は、宿泊施設の宿泊予約を行って宿泊する顧客のうち、所定の会員
登録等を受けている顧客に関する情報を記憶した記憶部である。
　この顧客情報記憶部１２には例えば、図４に示されるように、宿泊施設を識別する施設
ＩＤごとに、当該宿泊施設の顧客を識別するための顧客ID、顧客を認証するためのパスワ
ード、顧客種別、氏名、住所、決済情報、及び宿泊履歴といった情報が記憶されている。
【００２９】
　ここで、顧客種別は、宿泊施設における顧客の種別ないしはランク等に関する情報であ
る。この顧客種別には例えば、個人会員、法人会員、VIP会員等の種別があり、宿泊施設
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の運営者等によって分類されている。
【００３０】
　抽出処理部１３は、宿泊プラン記憶部１１を参照して、対象顧客種別及びプラン種別に
応じた宿泊プランの一覧を抽出したり、顧客が指定した宿泊プランに係る情報を抽出した
りする処理を実行する。
【００３１】
　生成処理部１４は、抽出処理部１３によって抽出された宿泊プランに係る情報と、情報
提供装置２から受信した運営情報とに基づき、交通手段付き宿泊プランを生成する処理を
実行する。
　ここで、交通手段付き宿泊プランとは、宿泊施設に宿泊するだけの宿泊プランに対し、
当該宿泊施設への交通手段の手配が付加されたプランである。この交通手段付き宿泊プラ
ンは、所定の宿泊プランと交通手段の予約とを一括して行うことができるものである。ま
た、この交通手段付き宿泊プランの料金は、宿泊プランの提供を受けるための料金、及び
交通手段を利用するための料金を合算した料金からなり、この生成処理部１４によって算
出される。
【００３２】
　通信処理部１５は、情報提供装置２、予約情報管理装置３、及び顧客端末５とインター
ネット等のネットワークＮＷを介し、所定のプロトコルに従ってデータの送受信処理を実
行する処理部である。
【００３３】
　情報提供装置２と予約情報管理装置３は、旅行代理店等の旅行業者の下に設置・運営さ
れている装置である。
　情報提供装置２は、プラン提供装置１に対して、交通手段付き宿泊プランを生成するた
めに必要な情報として、交通手段の運営情報を提供する装置である。
　なお、運営情報とは、交通手段の運行等に関する情報であって、出発と到着の時刻、出
発と到着の場所、及び料金など、交通手段を利用する際に必要となる情報からなる。
【００３４】
　この情報提供装置２は、CPU（Central Processing Unit）、CPUが実行するコンピュー
タプログラム、コンピュータプログラムや所定のデータを記憶するRAM（Random Access M
emory）やROM（Read Only Memory）、及びハードディスクドライブなどの外部記憶装置に
より、運営情報記憶部２１、抽出処理部２２、及び通信処理部２３からなる各機能ブロッ
クを構成する。
【００３５】
　運営情報記憶部２１は、交通手段の運営情報に関する情報を記憶した記憶部である。
　なお、本例では、交通手段が航空機であった場合を例に説明しているが、本発明におけ
る交通手段は特に航空機に限らず、バス、電車等、各種の交通機関についても適用可能で
ある。
　この運営情報記憶部２１には例えば、図５に示されるように、航空機の便名、出発地、
到着地、出発時刻、到着時刻、料金、及び在庫といった情報が記憶されている。
【００３６】
　抽出処理部２２は、プラン提供装置１から、交通手段付き宿泊プランの生成のために必
要な交通手段の運営情報として、所定の検索条件に合致する運営情報の取得要求を受信し
た際、運営情報記憶部２１を参照して、当該検索条件に合致する運営情報を抽出する。
【００３７】
　通信処理部２３は、プラン提供装置１とインターネット等のネットワークＮＷを介し、
所定のプロトコルに従ってデータの送受信処理を実行する処理部である。
【００３８】
　予約情報管理装置３は、顧客による宿泊プランあるいは航空券付き宿泊プランの予約に
関する予約情報を登録・管理する装置である。
　この予約情報管理装置３は、CPU（Central Processing Unit）、CPUが実行するコンピ
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ュータプログラム、コンピュータプログラムや所定のデータを記憶するRAM（Random Acce
ss Memory）やROM（Read Only Memory）、及びハードディスクドライブなどの外部記憶装
置を備え、これにより予約情報記憶部３１を有している。
【００３９】
　予約情報記憶部３１は、宿泊プランあるいは航空券付き宿泊プランに基づく宿泊施設の
予約に関する予約情報を記憶する記憶部である。
　この予約情報記憶部３１には例えば、図６に示されるように、予約を識別する予約ID、
適用された宿泊プラン名、予約している顧客の顧客情報、予約された宿泊日、及び宿泊人
数が記憶される。
【００４０】
　ここで、顧客情報には、顧客の氏名や住所等の連絡先のほか、予約された宿泊プランな
いしは航空券付き宿泊プランの決済に必要となる決済情報が含まれる。
【００４１】
　サイト管理装置４は、宿泊施設を案内するウェブサイトである宿泊施設サイトを管理し
、顧客端末５に対して当該宿泊施設サイトを閲覧可能に提供する装置である。
　このサイト管理装置４は、いわゆるパーソナルコンピュータやサーバ等によって構成さ
れ、宿泊施設サイトに関するＨＴＭＬデータを保持している。
【００４２】
　顧客端末５は、宿泊施設の宿泊予約を行う顧客が利用する端末であって、例えば、パー
ソナルコンピュータやタブレット端末のほか、携帯電話機等によって実現される。
　この顧客端末５は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）や、ＣＰＵが実行するコンピ
ュータプログラム、コンピュータプログラムや所定のデータを記憶するＲＡＭ（Random A
ccess Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）などにより、入出力処理部５１、通信処理
部５２からなる機能ブロックを構成する。
【００４３】
　入出力処理部５１は、データの入出力を実行する処理部であって、データを出力するた
めのディスプレイやスピーカ、データを入力するためのテンキーやキーボード、タッチパ
ネルなどにより実現される。
【００４４】
　通信処理部５２は、プラン提供装置１やサイト管理装置４とインターネット等のネット
ワークＮＷを介し、所定のプロトコルに従ってデータの送受信処理を実行する処理部であ
って、Ｗｅｂブラウザ等により実現される。この通信処理部５２により、顧客はサイト管
理装置４によって提供される宿泊施設サイトを閲覧したり、プラン提供装置１から宿泊プ
ランあるいは交通手段付きプランの提供を受けたりすることができる。
【００４５】
　続いて、本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムによって実行される
処理の流れについて説明する。
　まず、図７に示されるように、顧客は顧客端末５により、宿泊施設を案内するウェブサ
イトである宿泊施設サイトを閲覧する（Ｓ１０１）。
【００４６】
　ここで、宿泊施設サイトは例えば、図８に示されるように構成され、宿泊施設を案内す
る情報が表示されると共に、当該宿泊施設に宿泊するプランを検索・予約するためのプラ
ン検索ボタン４００ａが設けられている。
　顧客が宿泊施設サイト４００を閲覧し、この宿泊施設サイト４００において案内されて
いる宿泊施設への宿泊を希望した場合にはまず、プラン検索ボタン４００ａを押下し、宿
泊プランの検索を要求する（Ｓ１０２）。
【００４７】
　プラン検索ボタン４００ａには、プラン提供装置１によって提供され、宿泊プランを検
索するためのウェブページにアクセスするためのＵＲＬが関連付けられており、このプラ
ン検索ボタン４００ａが押下されると、顧客端末５はプラン提供装置１にアクセスし、顧
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客端末５上に宿泊プランの検索画面が表示される（Ｓ１０３）。
【００４８】
　また、プラン検索ボタン４００ａが押下された際には、宿泊施設サイト４００で案内さ
れていた宿泊施設を識別するための施設ＩＤがプラン提供装置１に供給され、プラン提供
装置１は、顧客がどの宿泊施設について、宿泊プランの検索を要求しているのかを把握す
ることができる。
　なお、施設ＩＤは、宿泊プランを検索するためのウェブページにアクセスするためのＵ
ＲＬに含まれるなど、各種の方法によってプラン提供装置１に供給される。
【００４９】
　ここで、宿泊プランを検索するためのウェブページの一例として、検索ページ４１０を
図９に示す。
　検索ページ４１０には、宿泊施設への宿泊のみを扱う宿泊プランの検索画面を表示する
ためのタブ４１０ａと、宿泊施設への航空券の付いた航空券付き宿泊プランの検索画面を
表示するためのタブ４１０ｂとが設けられている。
　図９では、タブ４１０ｂが選択され、航空券付き宿泊プランを検索する画面の例を示し
ており、当該ページには、宿泊日程等、航空券付き宿泊プランを検索するのに必要な検索
条件を入力する欄が設けられている。
　なお、検索ページ４１０において、到着空港は、宿泊施設の所在地に最寄りの空港とな
ることから、当該宿泊施設の所在地の最寄りの空港をデフォルトで表示しておくようにし
ておいてもよい。
【００５０】
　顧客は、検索ページ４１０に検索条件を入力した上、プラン提供装置１に対して、当該
検索条件に合致する航空券付き宿泊プランの検索を要求する（Ｓ１０４）。
　これに対してプラン提供装置１は、顧客からの検索要求が、航空券付き宿泊プランの検
索であるか、通常の宿泊プランの検索であるかを判別し（Ｓ１０５）、通常の宿泊プラン
の検索要求であった場合には、前もって受け付けていた施設ＩＤに基づき、当該施設ＩＤ
によって識別される宿泊施設の宿泊プランであって、検索条件に合致する宿泊プランを宿
泊プラン記憶部１１から抽出する。そして、これを顧客に提示し、顧客が指定した宿泊プ
ランの予約に至る一連の処理を実行する（Ｓ１０６）。
【００５１】
　一方、航空券付き宿泊プランの検索が要求されていた場合には、図１０に示される処理
が実行される。即ち、まず検索条件に合致する航空券の情報を情報提供装置２から取得す
べく、情報提供装置２に対し、検索条件と共に運営情報の取得要求を送信する（Ｓ２０１
）。
【００５２】
　これに応じて情報提供装置２は、抽出処理部２２により、運営情報記憶部２１を参照し
て検索条件に合致する運営情報を抽出し（Ｓ２０２）、当該抽出した運営情報をプラン提
供装置１に送信する（Ｓ２０３）。
【００５３】
　プラン提供装置１は運営情報の取得と併行して、抽出処理部１３により、宿泊プラン記
憶部１１を参照して、前もって受け付けていた施設ＩＤに基づき、当該施設ＩＤによって
識別される宿泊施設の宿泊プランであって、顧客が指定した検索条件に合致する宿泊プラ
ンを抽出する（Ｓ２０４）。
　そして、生成処理部１４により、運営情報として構成されていた航空券の情報と、抽出
された宿泊プランに基づいて、宿泊プランと航空券の一括予約が可能な航空券付き宿泊プ
ランが生成され（Ｓ２０５）、航空券付き宿泊プランが顧客端末５に対して送信される（
Ｓ２０６）。
【００５４】
　ここで、顧客端末５上において、生成処理部１４により生成された航空券付き宿泊プラ
ンが表示された画面の一例を図１１に示す。
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　検索結果画面４２０では、検索条件に合致した航空券付き宿泊プランの一覧が表示され
、航空券付き宿泊プランごとに、プランの詳細を閲覧するための詳細ボタン４２０ａと予
約へ進むための予約ボタン４２０ｂが設けられている。
　また、この検索結果画面４２０中には、宿泊プランの料金と、航空券の料金とを合算し
た合計料金が、航空券付き宿泊プランの料金として表示されている。この合計料金は、生
成処理部１４により、宿泊プランと航空券の情報に基づいて算出されたものであって、グ
レード等によって異なる航空券の値段の内、最安値のものに基づいて算出された、最低料
金を示している。
【００５５】
　ここで、顧客が任意の航空券付き宿泊プランについて、予約ボタン４２０ｂを押下する
と、図１２に示されるように、航空券によって指定されている航空便の情報を確認したり
、変更したりするための画面が展開する。この画面上では、検索条件に合致していた航空
券がデフォルトで選択された状態になっているが、顧客は航空券付き宿泊プランに付けら
れている航空券の内容を確認するほかに、これを変更することができる。
【００５６】
　顧客によって航空券付き宿泊プランに付けられている航空券の内容が確認されると、さ
らに当該航空券付き宿泊プランの予約の処理に進む。
　即ち、図１３に示されるように、顧客が任意の航空券付き宿泊プランを選択肢、プラン
提供装置１に対して予約を要求すると（Ｓ３０１）、プラン提供装置１は顧客情報の入力
を要求する（Ｓ３０２）。
　これに対して顧客は、顧客ＩＤを有している場合には当該顧客ＩＤをプラン提供装置１
に送信する（Ｓ３０３、Ｓ３０５）。一方、顧客ＩＤを有していない場合には、自らの顧
客情報をプラン提供装置１に対して送信して顧客情報の登録を要求し、顧客ＩＤの発行を
受ける（Ｓ３０５）。
【００５７】
　顧客ＩＤを受信したプラン提供装置１は、抽出処理部１３により、顧客情報記憶部１２
を参照して、顧客情報を抽出する（Ｓ３０６）。
　抽出した顧客情報は、顧客が予約を要求した航空券付き宿泊プランに係る情報と共に、
予約情報として予約情報管理装置３に送信される（Ｓ３０７）。
　プラン提供装置１から予約情報を受信したプラン提供装置１は、予約情報記憶部３１に
予約情報を登録し（Ｓ３０８）、以降、プラン提供装置１を管理する旅行業者は、予約情
報に基づいて、航空券や宿泊の手配や料金の決済処理等を行う。
【００５８】
　以上の本実施形態によれば、宿泊施設のウェブサイトを提供している宿泊施設は、当該
宿泊施設のウェブサイト上に航空券付き宿泊プランの検索ボタンを設けるだけで、当該宿
泊施設の顧客に対し、当該宿泊施設のウェブサイトを通じた航空券付き宿泊プランの提供
を行うことができる。
【００５９】
　以上の実施形態では、予約の段階において、顧客に顧客情報を要求するものとしたが、
これに限らず、宿泊施設サイト上で、顧客が予め発行を受けた顧客ＩＤでログインを実行
し、顧客を識別した状態で一連の処理を実行するものとしてもよい。
　この場合においては、既に宿泊施設の顧客として顧客ＩＤの発行を受けている顧客に対
してのみ提供可能な宿泊プランないしは航空券付き宿泊プランを提供するようにしてもよ
い。即ち、図１３に示されるように、プラン提供装置１は宿泊プランないしは航空券付き
宿泊プランを検索する顧客が、宿泊施設サイトで案内されていた宿泊施設の顧客か否かを
判別する（Ｓ２１１）。この処理は、前もって受け付けていた宿泊施設の施設ＩＤと顧客
の顧客ＩＤとに基づき、顧客情報記憶部１２を参照することによって可能となる。
【００６０】
　その結果、宿泊プランないしは航空券付き宿泊プランを検索する顧客が宿泊施設の既存
顧客であった場合にはまず、顧客情報記憶部１２において当該顧客の顧客種別を把握する
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（Ｓ２１２）。その上で、抽出処理部１３により、宿泊プラン記憶部１１から、顧客種別
と、顧客が指定した検索条件に合致する宿泊プランを抽出する（Ｓ２１３）。
　なお、宿泊プランないしは航空券付き宿泊プランを検索する顧客が宿泊施設の既存顧客
でなかった場合には、上述のとおり、抽出処理部１３により、宿泊プラン記憶部１１から
、顧客が指定した検索条件に合致する宿泊プランを抽出する（Ｓ２０４）。
　なお、この点の処理以外における処理は上述のものと同様である。
　これにより、宿泊施設の顧客用に特別の宿泊プランを設け、これを提供することができ
る。
【００６１】
　また、チェーン展開等している宿泊施設に関して、宿泊施設を所定のグループに分類し
、当該グループに分類される宿泊施設の顧客は、当該グループの全ての宿泊施設の顧客と
して取り扱うようにしてもよい。
　この場合、プラン提供装置１には、宿泊施設を識別する施設ＩＤと、当該宿泊施設を所
定のグループに分類する分類情報とを関連付けて記憶した宿泊施設情報記憶部を設ける。
また、顧客情報記憶部１２にはさらに、顧客を識別する顧客ＩＤごとに、当該顧客が既存
顧客として取り扱われるグループの分類情報を関連付けて記憶させる。
　このような構成とした上で、航空券付き宿泊プランの予約等において、顧客ＩＤと関連
付けられた顧客情報を利用する際、グループに属する宿泊施設では当該顧客情報を共用す
るようにしてもよい。
【００６２】
　また、このように宿泊施設を所定のグループに分類した場合に、当該グループの宿泊施
設に宿泊する顧客に対しては、当該グループの顧客向けに特別の宿泊プランを提供するよ
うにしてもよい。
　この場合には、宿泊プラン記憶部１１において、全ての顧客用に用意された宿泊プラン
と、所定のグループに分類される宿泊施設の顧客用に用意された宿泊プランとを登録して
おく。
【００６３】
　そして、航空券付き宿泊プランの予約に際して、顧客端末５から予め顧客ＩＤと施設Ｉ
Ｄを受け付け、当該施設ＩＤに基づき、宿泊施設情報記憶部を参照して、宿泊施設の分類
情報を特定する。それから、顧客ＩＤと特定した分類情報に基づき、顧客情報記憶部１２
を参照して顧客が所定のグループの顧客として認証された場合には、施設ＩＤに基づき、
宿泊プラン記憶部１１を参照して、所定のグループに分類される宿泊施設の顧客用に用意
された宿泊プランを抽出する。続けて、生成処理部１４は、所定のグループに分類される
宿泊施設の顧客用に用意された宿泊プランと、情報提供装置２から受信した運営情報とに
基づき、当該宿泊プランと交通手段とを一括して予約可能な交通手段付き宿泊プランを生
成する。
　これにより、所定のグループに分類される宿泊施設の顧客は、当該所定のグループ内の
他の宿泊施設においても顧客として取り扱われ、当該他の宿泊施設に初めて宿泊する場合
にも、既存顧客用に用意された特定の宿泊プランを利用することができる。
【００６４】
　なお、以上の本実施形態において、顧客ごとに、予約中、あるいは過去に予約したこと
のある宿泊プランないしは航空券付き宿泊プランの履歴を参照可能な情報を提供する、所
謂マイページを設けてもよい。本実施形態における顧客情報は、宿泊施設ごとの顧客とし
て管理されているため、この場合には、顧客の氏名や住所等によって各宿泊施設の顧客と
して登録されている顧客のマッチングを行った上、同じ顧客に対しては共通の顧客識別情
報を別途、発行し、複数の宿泊施設に跨って、同じ顧客についての情報を集約する。これ
により、顧客は、異なる宿泊施設の予約状況を一括して把握することができる。
【００６５】
　また、以上の本実施形態において、各宿泊施設に対し、宿泊施設内のレストラン等の付
属施設を関連付けて登録すると共に、当該付属施設の予約を、宿泊施設の宿泊プランない
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しは航空券付き宿泊プランの予約と共に受け付け可能にしてもよい。
【実施例２】
【００６６】
　次に、本発明の第二の実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムについて
説明する。
　本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムは、宿泊施設が提供している
宿泊プランに当該宿泊施設への交通手段が付加された交通手段付き宿泊プランを生成し、
これを顧客に提供するシステムである。
　なお、本例では、交通手段が航空機である場合を例にとっており、交通手段付き宿泊プ
ランは、航空券付き宿泊プランとして構成されている。
【００６７】
　この交通手段付き宿泊プランの生成システムは、図１５に示されるように、宿泊施設の
宿泊予約サイトを管理する管理装置６と、当該宿泊施設への交通手段の運営情報を提供す
る情報提供装置７、当該宿泊施設の宿泊予約を行って宿泊する顧客が利用する顧客端末８
とから構成される。
　これらの管理装置６、情報提供装置７、及び顧客端末８は、インターネット等のネット
ワークNWを介して通信可能に構成されている。
【００６８】
　管理装置６は、宿泊施設が顧客向けに展開する宿泊予約サイトを管理し、当該宿泊予約
サイトを介して、顧客に交通手段付き宿泊プランを提供する装置である。
【００６９】
　この管理装置６は、CPU（Central Processing Unit）、CPUが実行するコンピュータプ
ログラム、コンピュータプログラムや所定のデータを記憶するRAM（Random Access Memor
y）やROM（Read Only Memory）、及びハードディスクドライブなどの外部記憶装置により
、宿泊プラン記憶部６１、顧客情報記憶部６２、予約情報記憶部６３、抽出処理部６４、
生成処理部６５、及び通信処理部６６からなる各機能ブロックを構成する。
【００７０】
　宿泊プラン記憶部６１は、宿泊施設が提供する宿泊プランに関する情報を記憶した記憶
部である。
　この宿泊プラン記憶部６１には例えば、図１６に示されるように、宿泊プランのプラン
名、対象顧客種別、提供される日にち、部屋タイプ、人数、食事、料金、予約状況、及び
在庫といった情報が記憶されている。
【００７１】
　ここで、対象顧客種別とは、宿泊プランの提供を受けられる顧客の種別に関する情報で
ある。例えば、顧客種別には、個人会員、法人会員、VIP会員等があり、ある宿泊プラン
が法人会員に対してのみ提供される宿泊プランであった場合には、宿泊プランの提供を受
けられる顧客の種別は法人会員である旨が登録されている。
【００７２】
　顧客情報記憶部６２は、宿泊施設の宿泊予約を行って宿泊する顧客のうち、所定の会員
登録等を受けている顧客に関する情報を記憶した記憶部である。
　この顧客情報記憶部６２には例えば、図１７に示されるように、顧客を識別するための
顧客ID、顧客を認証するためのパスワード、顧客種別、氏名、住所、決済情報、及び宿泊
履歴といった情報が記憶されている。
【００７３】
　ここで、顧客種別は、宿泊施設における顧客の種別ないしはランク等に関する情報であ
る。この顧客種別には例えば、個人会員、法人会員、VIP会員等の種別があり、宿泊施設
の運営者等によって分類されている。
【００７４】
　予約情報記憶部６３は、宿泊施設における予約状況を記憶する記憶部である。
　この予約情報記憶部６３には例えば、図１８に示されるように、予約を識別する予約ID
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、適用された宿泊プラン名、予約している顧客の氏名（顧客ID）、予約された宿泊日、及
び宿泊人数が記憶される。
【００７５】
　抽出処理部６４は、宿泊プラン記憶部６１を参照して、顧客の種別に応じた宿泊プラン
の一覧を抽出したり、顧客が指定した宿泊プランに係る情報を抽出したりする処理を実行
する。
【００７６】
　生成処理部６５は、抽出処理部６４によって抽出された宿泊プランに係る情報と、情報
提供装置７から受信した運営情報とに基づき、交通手段付き宿泊プランを生成する処理を
実行する。
　ここで、交通手段付き宿泊プランとは、宿泊施設に宿泊するだけの宿泊プランに対し、
当該宿泊施設への交通手段の手配が付加されたプランである。この交通手段付き宿泊プラ
ンは、所定の宿泊プランと交通手段の予約とを一括して行うことができるものである。ま
た、この交通手段付き宿泊プランの料金は、宿泊プランの提供を受けるための料金、及び
交通手段を利用するための料金を合算した料金からなり、この生成処理部６５によって算
出される。
【００７７】
　通信処理部６６は、宿泊予約サイトにおいて、情報提供装置７及び顧客端末８とインタ
ーネット等のネットワークＮＷを介し、所定のプロトコルに従ってデータの送受信処理を
実行する処理部であって、Ｗｅｂブラウザ等により実現される。
【００７８】
　情報提供装置７は、管理装置６に対して、宿泊予約サイトにおいて交通手段付き宿泊プ
ランを生成するために必要な情報として、交通手段の運営情報を提供する装置である。
　なお、運営情報とは、交通手段の運行等に関する情報であって、出発と到着の時刻、出
発と到着の場所、及び料金など、交通手段を利用する際に必要となる情報である。
【００７９】
　この情報提供装置７は、CPU（Central Processing Unit）、CPUが実行するコンピュー
タプログラム、コンピュータプログラムや所定のデータを記憶するRAM（Random Access M
emory）やROM（Read Only Memory）、及びハードディスクドライブなどの外部記憶装置に
より、運営情報記憶部７１、抽出処理部７２、及び通信処理部７３からなる各機能ブロッ
クを構成する。
【００８０】
　運営情報記憶部７１は、交通手段の運営情報に関する情報を記憶した記憶部である。
　なお、本例では、交通手段が航空機であった場合を例に説明しているが、本発明におけ
る交通手段は特に航空機に限らず、バス、電車等、各種の交通機関についても適用可能で
ある。
　この運営情報記憶部７１には例えば、図１９に示されるように、航空機の便名、出発地
、到着地、出発時刻、到着時刻、料金、及び在庫といった情報が記憶されている。
【００８１】
　抽出処理部７２は、宿泊予約サイトにおいて、顧客から交通手段付き宿泊プランの提示
が要求されるなどして、管理装置６から交通手段の運営情報の取得要求を受信した際に、
運営情報記憶部７１を参照して運営情報を抽出する。
【００８２】
　通信処理部７３は、管理装置６や顧客端末８とインターネット等のネットワークＮＷを
介し、所定のプロトコルに従ってデータの送受信処理を実行する処理部であって、Ｗｅｂ
ブラウザ等により実現される。
【００８３】
　顧客端末８は、宿泊施設の宿泊予約を行う顧客が利用する端末であって、例えば、パー
ソナルコンピュータやタブレット端末のほか、携帯電話機等によって実現される。
　この顧客端末８は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）や、ＣＰＵが実行するコンピ
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ュータプログラム、コンピュータプログラムや所定のデータを記憶するＲＡＭ（Random A
ccess Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）などにより、入出力処理部８１、通信処理
部８２からなる機能ブロックを構成する。
【００８４】
　入出力処理部８１は、データの入出力を実行する処理部であって、データを出力するた
めのディスプレイやスピーカ、データを入力するためのテンキーやキーボード、タッチパ
ネルなどにより実現される。
【００８５】
　通信処理部８２は、宿泊予約サイトにおいて、管理装置６や情報提供装置７とインター
ネット等のネットワークＮＷを介し、所定のプロトコルに従ってデータの送受信処理を実
行する処理部であって、Ｗｅｂブラウザ等により実現される。
【００８６】
　続いて、本実施形態に係る交通手段付き宿泊プランの生成システムによって実行される
処理の流れについて、図２０～図２２を参照して説明する。
【００８７】
　まず、顧客は顧客端末８により、管理装置６によって管理・運営されている宿泊施設の
宿泊予約サイトにアクセスし、希望するタイプの客室を検索等する（Ｓ４０１）。
　なお、宿泊予約サイトには、会員登録等を受けている顧客向けのログイン表示等が設け
られており、アクセスの際、会員登録等を受けている顧客は顧客ＩＤやパスワードによっ
てログインし、顧客情報記憶部６２に記憶されている情報による認証を経て、顧客を識別
可能なセッションを確立した状態でサイト内を閲覧等することができる。
【００８８】
　宿泊予約サイトから顧客によるアクセスを受けた管理装置６は、顧客が顧客ＩＤを有す
る等、所定の顧客であるか否かを判別する（Ｓ４０２）。
　その結果、会員登録等によって顧客ＩＤを有する所定の顧客については、抽出処理部６
４によって宿泊プラン記憶部６１が参照され、顧客情報記憶部６２に記憶されている顧客
種別に応じた宿泊プランが抽出される（Ｓ４０３）。即ち、全ての顧客向けに用意されて
いる通常の宿泊プランと共に、顧客種別ごとに用意されている宿泊プランが抽出される。
【００８９】
　一方、顧客が所定の顧客でなかった場合には、抽出処理部６４によって宿泊プラン記憶
部６１が参照され、全ての顧客向けに用意されている通常の宿泊プランだけが抽出される
（Ｓ４０４）。
　抽出された宿泊プランは、宿泊予約サイトにおいて、顧客端末８に提示される（Ｓ４０
５）。
【００９０】
　このとき、顧客端末８上に表示される宿泊予約サイトの画面構成例を図２３に示す。
　宿泊予約サイトには、顧客から指定された客室の情報と共に、当該客室を利用する際に
適用のある宿泊プランの一覧が表示されている。
【００９１】
　各宿泊プランには、料金情報のほか、他の詳細情報を表示するための「詳細」ボタン、
宿泊プラン単体の予約を行うための「予約」ボタン、宿泊プランに航空券が付けられた航
空券付きの宿泊プランを選択するための「航空券付プラン」ボタンが設けられている。
【００９２】
　「詳細」ボタンが押下されると、宿泊プラン記憶部６１に記憶されている宿泊プランの
他の情報が閲覧可能に展開される。
　また、「予約」ボタンが押下されると、対象の宿泊プラン単体の予約画面に進み、予約
を行うことができる。
【００９３】
　また、この画面上には、交通手段付き宿泊プランを要求するボタンであって、宿泊プラ
ンの最低料金と交通手段の最低料金を合算した料金が表示されたものが表示されている。
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　この料金は、宿泊プラン記憶部６１に記憶されている宿泊プランであって、アクセスし
ている顧客が利用可能な宿泊プランの最低料金と、運営情報記憶部７１に記憶されている
運営情報の最低料金とを参照して、これらを合算したものである。
【００９４】
　この宿泊予約サイトにおいて、「航空券付プラン」ボタンが押下されると、ポップアッ
プウィンドウ等により、顧客に航空券付き宿泊プランを提示するために必要な航空券の検
索情報の入力要求画面が展開される。
【００９５】
　この航空券に関する検索情報の入力要求画面の一例を図２４に示す。
　当該画面中には、顧客の出発日、帰着日、出発地、人数を入力する欄と、当該入力され
た情報に基づいて、航空券の検索を行ための検索ボタンが設けられている。
　なお、到着地は、宿泊施設の所在地となることから、当該画面中では省略されているが
、到着地の表示欄あるいは入力欄を設けて、当該到着地の表示欄あるいは入力欄に宿泊施
設の所在地をデフォルトで表示するようにしてもよい。
　また、出発地の入力欄についても、会員登録等を受けている顧客に関しては、顧客の住
所地をデフォルトで表示するようにしてもよい。
【００９６】
　航空券に関する検索情報が顧客によって入力され、「検索」ボタンが押下されると、顧
客端末８から管理装置６に対して、所定の宿泊プランを指定する情報、及び航空券の検索
情報と共に、当該指定する宿泊プランに航空券が付いた航空券付き宿泊プランの提示要求
が送信される（Ｓ４０６）。
【００９７】
　これを受信した管理装置６は、航空券付き宿泊プランを生成するため、情報提供装置７
に対して、顧客端末８から受信した航空券の検索情報に基づいた運営情報の取得要求を送
信する（Ｓ４０７）。
【００９８】
　管理装置６から運営情報の取得要求を受信した情報提供装置７は、抽出処理部７２によ
り、運営情報記憶部７１を参照して、検索情報に合致する運営情報を抽出し（Ｓ４０８）
、抽出した運営情報を管理装置６に送信する（Ｓ４０９）。
【００９９】
　管理装置６は、情報提供装置７から顧客が指定した検索情報に合致する運営情報を受信
すると、宿泊予約サイトにおいて、当該運営情報を顧客に提示する（Ｓ４１０）。
　ここで、情報提供装置７から提供された運営情報が表示された宿泊予約サイトの画面例
を図２５に示す。
　当該画面では、顧客が指定した検索情報に合致する運営情報として、各航空券の一覧が
選択可能に表示されている。各航空券については、運営情報記憶部７１に記憶されている
情報に基づいて、空席情報が合わせて表示されている。
　各料金表示は、押下することによって選択可能に構成されており、顧客が空席のある料
金表示を押下すると、当該料金表示に係る航空券を選択したものとして、選択情報が管理
装置６に対して送信される（Ｓ４１１）。
【０１００】
　宿泊予約サイトにおいて、管理装置６が顧客端末８から航空券の選択情報を受信すると
、まず、抽出処理部６４により、Ｓ４０６の処理において受信していた宿泊プランの指定
情報に基づいて、顧客が指定した宿泊プランが宿泊プラン記憶部６１から抽出される（Ｓ
４１２）。そして、生成処理部６５により、選択された航空券の情報と、抽出された宿泊
プランに基づいて、航空券付き宿泊プランが生成され（Ｓ４１３）、宿泊予約サイト上で
顧客端末８に対して送信される（Ｓ４１４）。
【０１０１】
　ここで、宿泊予約サイトにおいて、生成処理部６５により生成された航空券付き宿泊プ
ランが表示された画面の一例を図２６に示す。
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　当該画面では、顧客が指定した宿泊プランの内容と共に、顧客が選択した航空券の情報
が表示されている。
　また、当該画面中には、宿泊プランの料金と、航空券の料金とを合算した合計料金が、
航空券付き宿泊プランの料金として表示されている。この合計料金は、生成処理部６５に
より、宿泊プランと航空券の情報に基づいて算出されたものである。
　さらに当該画面には、表示されている宿泊プランと航空券の一括予約を要求するための
「予約」ボタンが設けられている。
【０１０２】
　顧客が「予約」ボタンを押下すると、顧客端末８から管理装置６に対して、表示されて
いた航空券付き宿泊プランの予約要求が送信される（Ｓ４１５）。
　予約を要求された管理装置６は、宿泊プランの予約を予約情報記憶部６３に登録する（
Ｓ４１６）。
【０１０３】
　また、交通手段の予約要求に係る情報は、管理装置６から情報提供装置７に対して送信
される（Ｓ４１７）。
　情報提供装置７に対して送信された交通手段の予約情報は、情報提供装置７が交通手段
の予約を管理している場合には、情報提供装置７内にこれを登録する。一方、情報提供装
置７が交通手段の予約を管理しておらず、外部サーバ等で交通手段の予約情報が管理され
ている場合には、当該外部サーバへ交通手段の予約情報が送信され、当該外部サーバで交
通手段の予約情報が登録される。
【０１０４】
　なお、交通手段付き宿泊プランの予約に伴う費用については例えば、別途、決済用のウ
ェブページを設け、当該ウェブページ上において、宿泊プランの費用と交通手段の費用を
合わせて、若しくは別個に決済するものとしてもよい。
　特に、交通手段の費用については例えば、宿泊施設側が立て替え、宿泊時に顧客から宿
泊プランの費用と共に申し受けるものとしてもよい。
【０１０５】
　以上の本実施形態によれば、宿泊施設が提供する宿泊予約サイトに対し、航空券として
構成された交通手段の運営情報が提供され、その結果、宿泊プランと交通手段の一括予約
が可能な交通手段付き宿泊プランを顧客に提供することができる。
【０１０６】
　なお、以上の本実施形態において、航空券の料金は個別に表示せず、航空券付き宿泊プ
ランの料金として、宿泊プランの料金と航空券の料金とを合算した包括料金のみを提示す
ることもできる。特に、企画旅行用の航空券など、顧客に航空券単体の料金を提示できな
い航空券を取り扱う場合などには好適である。
【０１０７】
　この場合、情報提供装置７から提供される運営情報に基づいて、顧客に提示される航空
券の情報、図２７に示されるように、各航空機の便名、出発時刻、及び到着時刻など、個
別の料金を除いた情報だけで構成される。
【０１０８】
　また、この場合に、宿泊予約サイト上において、顧客によって選択された航空券と、宿
泊プラン記憶部６１から抽出された宿泊プランに基づき、生成処理部６５により生成され
た航空券付き宿泊プランが表示された画面の一例を図２８に示す。
　当該画面では、顧客が指定した宿泊プランの内容と共に、顧客が選択した航空券の情報
が表示されているが、航空券の個別の料金が表示されておらず、航空券と宿泊プランの両
方の料金を含んだ航空券付き宿泊プランの料金のみが表示されている。
【０１０９】
　さらに、以上の本実施形態における宿泊予約サイトの別の例では、図２９に示されるよ
うに、宿泊プランの一覧表示において、宿泊プランごとに、航空券付き宿泊プランの最低
料金を表示するものとしてもよい。
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　この最低料金は、宿泊プラン記憶部６１に記憶されている宿泊プランの料金情報と、運
営情報記憶部７１に記憶されている運営情報の料金情報に基づき、生成処理部６５によっ
て算出されたものである。
　航空券付き宿泊プランの最低料金が宿泊プランごとに予め表示されていることで、顧客
としては、詳細な情報を要求する前に、航空券付き宿泊プランを容易に取捨選択すること
ができる。
【０１１０】
　また、宿泊予約サイトのさらに別の例では、図３０に示されるように、出発地をプルダ
ウンリストから簡易に選択し、選択された出発地からの航空券の空席情報を併せて表示す
るようにしてもよい。
　これにより、航空券付き宿泊予約プランを予約することができるかどうか、簡単に把握
することができる。
【０１１１】
　なお、以上の本発明の実施形態では、交通手段は航空機を例にとったが、これに限らず
、電車やバス等、各種の移動手段を対象とすることができる。
【符号の説明】
【０１１２】
　１　　　プラン提供装置
　１１　　宿泊プラン記憶部
　１２　　顧客情報記憶部
　１３　　抽出処理部
　１４　　生成処理部
　１５　　通信処理部
　２　　　情報提供装置
　２１　　運営情報記憶部
　２２　　抽出処理部
　２３　　通信処理部
　３　　　予約情報管理装置
　３１　　予約情報記憶部
　４　　　サイト管理装置
　５　　　顧客端末
　５１　　入出力処理部
　５２　　通信処理部
　６　　　管理装置
　６１　　宿泊プラン記憶部
　６２　　顧客情報記憶部
　６３　　予約情報記憶部
　６４　　抽出処理部
　６５　　生成処理部
　６６　　通信処理部
　７　　　情報提供装置
　７１　　運営情報記憶部
　７２　　抽出処理部
　７３　　通信処理部
　８　　　顧客端末
　８１　　入出力処理部
　８２　　通信処理部
　ＮＷ　　ネットワーク
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